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1．はじめに
幼稚園、保育所、こども園のような“子どもたち

が集団で過ごす”場面は、家庭ではあまり経験する
ことができない“同年齢の集団”の中でのふるまいを
学ぶ重要な機会である。こうした同年齢の子どもた
ちが集団の中で経験する事象は、就学後の学校生活
の基礎となることは明らかであろう。子どもたちが
習得した集団の中でのふるまいは、保育・幼児教育
場面では社会性という言葉で表現されることが多
い。渡辺1）は、社会性を以下のように定義している。

・生を受けてから社会の成員になるまでの過程で
身につけていくものであり、人間関係を形成し
円滑に維持する能力

・発達心理学で考えられる社会性の具体的な中身
としては、対人行動（他者に対して適切な対応
ができること）、集団行動（集団の中で協調的
に行動できること）、社会的欲求（仲間から好

意を受けたいという欲求を持つことや仲間とし
て認められたいという欲求を持つこと）、社会
的関心（時代の情勢、風潮に関心を寄せるこ
と）などが挙げられる

この定義をふまえると、社会性という表現を用い
る場合には、対象者の発達段階に応じた観察可能
な行動に言及する必要があるだろう。例えば、ま
だ明確に言葉を発しない時期にある子どもを指し
て、「ありがとう」が言えないから“社会性がない”
とは評価しないし、5歳の子どもが言葉巧みに友達
同士のいざこざを解決するような場面では“社会性
が高い”などと評価できる。高橋らが、幼児期の社
会的スキルの習得状況がその後の子どもの社会適応
や学校適応に大きく影響することを指摘2）している
ことからも、子どもたちが集団における好ましいふ
るまいを学ぶことの重要性に異論はないだろう。し
かし、子ども自身の発達の個人差、家庭での養育状
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況、集団の構成員の違いなど多くの要因から、保育
者は社会性の学習場面の設定に悩む状況にあると推
測できる。

ところで、社会性の学習場面を系統的に設定
する手法として社会的スキル訓練（Social Skills 
Training, 以下SSTと略す）が知られている。この
手法は対人行動や集団行動の学習と親和性が高く、
学齢期以降の子どもや成人を対象として活用されて
きた。特に学齢期以降の発達障害児者を対象とした
研究報告は多い。しかし、幼児を対象としてSSTを
実施している研究は、学齢期以降の子どもを対象と
した研究と比較するとあまり見られない。そこで、
本研究では、幼児を対象としてSSTを実施している
研究報告から、保育現場での社会的スキルの学習場
面設定について考察することを目的とした。

2．個人を対象としたSSTを実施している研究報告
岡村・杉山3）は5歳5ヵ月の男児1名を対象として

当該児童が示す引っ込み思案行動に焦点化したSST
を実施している。保育所での観察により、対象児の
引っ込み思案な行動は、対象児が周囲の幼児に働
きかけた際に嫌悪的な反応が返ってくることを繰り
返し学習した結果であるとし、周囲の幼児との関わ
りが強化的に機能することを目指して「話を聞くス
キル」と「質問スキル」の学習場面を設定した。話
を聞くスキルは対象児にとっては達成が容易なスキ
ルであったが、これは「質問スキル」の介入に備え
たものであった。SSTを実施した結果、自由遊び場
面でも質問するスキルが活用されており、周囲の幼
児と遊びについて互いにコメントしあう場面が増加
した。さらに、訓練前と比較すると集団活動からの
逸脱が減少しており、スキル習得によって活動に参
加できる場面が増加していた。これらの点から、対
象児の引っ込み思案な行動は、SSTを実施する以前
には周囲の幼児との相互作用の機会が少なかったこ
と、さらに少ない機会での失敗体験により維持され
ていた可能性があることを指摘している。この事例
においては、SSTを介して仲間との強化的な相互作
用が形成され、さらに対象児の好む活動で相互作用
が生じたことが良い影響を及ぼしたと報告している。

半田ら4）は、自閉症スペクトラム障害のある4歳
6ヵ月の女児を対象としてSSTを実施している。対
象児は同年代の子どもと対人面でのトラブルが多
く、特に玩具や道具を貸し借りする場面でトラブル
となっていた。対象児の行動の機能的アセスメント
により、遊びの場面で道具やおもちゃを「貸して」
と言うスキルと他者から貸してと言われた時に「も
う少し待って」と言うスキルのSSTが設定された。
訓練後3ヵ月のフォローアップでもスキルの活用が
見られ、機能的アセスメントに基づいたSSTは、対
象児のソーシャルスキルの獲得と維持に有効であっ
たことが示された。この事例では、訓練後の日常生
活でも保護者が獲得したスキルの活用に対して強化
を行っており、この点もソーシャルスキルの獲得と
維持に寄与したと報告している。

3．集団を対象としたSSTを実施している研究報告
岡村ら5）は、幼児を対象として集団SSTを実施し

ている。対象児はひとクラス13名程度の集団であ
り、研究には78名の幼児が参加した。訓練前の社会
的スキル評定尺度の結果から、社会的スキルの高
群、中群、低群の3群に分類し、それぞれの群の訓
練効果を比較している。担任保育者への聞き取りと
行動観察によって、「上手に聞く」スキル、「仲間に
入る」スキル、「あたたかい言葉かけ」をするスキ
ルの3項目を設定した。SSTの実施後には、社会的
スキル低群に社会的スキル評定尺度の総得点の増加
が見られ、自由遊び場面での観察においてはスキル
低群と中群に「協調的行動」の増加が見られた。岡
村らは、訓練前に社会的スキルの程度が高くなかっ
た群では特に訓練効果が高く、集団に対して訓練を
実施することで一人ひとりの子どもがスキルを身に
付けるのと同時に、周囲の子どもがスキルを使用す
る場面を見ることで子どもたち全体にスキルの使用
が促進されるメリットがあったと報告している。そ
の一方で、標的として設定した社会的スキルは習得
したものの、問題行動が増加していた。その原因と
して問題行動を代替するスキルが選定されていな
かったことを挙げている。個人を対象としたSSTを
実施する場合、問題行動を置き換える好ましい行動
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が生起されるように介入場面を設定するが、集団を
対象とした場合には子どもたちの人数が多いほどそ
れが難しくなる。この点は集団に対してSSTを実施
する際の課題となりやすいと考えられる。

髙橋ら2）は、幼児の問題行動を対象とした集団社
会的スキル訓練の効果を標準群との比較から検討し
た。介入群は5〜6歳の309名が、標準群は5〜6歳
の971名がプログラムに参加した。SSTは「上手な
話の聴き方」「優しい言葉のかけ方」「よいところを
ほめる」「道具の借り方」「優しい頼み方」「友だち
の気持ちに気づいたときの言葉」で構成した。集団
SSTの実施によって、幼児用社会的スキル尺度の主
張スキル、協調スキル、自己統制スキルの向上がみ
られ、標準群よりも介入群の主張スキルが有意に高
いことが示された。また、幼児用問題行動保育者評
定尺度では、外在化問題行動得点が訓練前に標準群
よりも介入群のほうが有意に高かったが、訓練後に
は有意差がなくなっていた。また、媒介要因を分析
した結果、主張スキル、協調スキルの向上によって
問題行動が減少した可能性があることを指摘してい
る。これらの結果から幼児に対する集団SSTは、社
会的スキルのなかでも主張スキルの習得に関して効
果的な介入であることを報告している。

4．保育現場での社会的スキル学習の場面設定
上述の通り、個人を対象としたSSTでは、幼児が

示す問題行動に直接的にアプローチすることが可
能である。岡村らの事例では、引っ込み思案な行
動特性を対象としているが、これはAchenbach & 
Edelbrockの分類6）に従えば内在的問題行動に分類
される。内在的問題行動とは自罰的感情や気分が中
核となる問題行動で、保育者には見過ごされやすい
側面があるといえる。換言すれば、引っ込み思案と
いった見過ごされやすい子どもの行動もSSTで改善
できる可能性があることを示している。この事例で
は参加したがらなかった対象児が成功体験を重ねる
ことで活動に参加できる場面の増加が見られてお
り、内在的問題行動に対する社会的スキルの学習場
面を設定する際には成功体験の積み重ねが特に重要
な視点であると考えられる。

また、半田らの事例では対人面でのトラブルとい
う外在的問題行動に対してSSTを実施していた。外
在的問題行動は他者に対して有害で破壊的な行動と
して特徴づけられる問題行動で、保育者には過剰に
反応されやすい側面があるといえる。この事例では
機能的アセスメントに基づいて介入するスキルを選
定しており、外在的問題行動に対してSSTを実施す
る場合には機能的アセスメントの手法を保育者が理
解しておくことで効率の良いスキル獲得につながる
と考えられる。

その一方で、集団を対象としたSSTでは、特定の
幼児の問題行動に直接的にアプローチを行うのでは
なく、多くの子どもたちにとって有益と考えられる
標的を設定することになる。高橋らの研究では標的
スキルの選定理由が明記されていないものの、標的
スキルの内容は岡村らと同様に集団の中での外在的
問題行動に対するものであった。集団を対象とした
SSTは問題行動に対して予防的に作用させることに
主眼をおいていると考えられる。さらに、いずれの
研究とも、集団内での相互作用がスキルの獲得や維
持に良い影響を与えている可能性を指摘している。
これらの研究から、個人を対象としても、集団を対
象としてもSSTを実施することは社会的スキルを学
習するために有益であること、子どもが自分の状態
を言語で表現する術を持つと問題行動が減少する可
能性が高まることが示された。

ところで、個人を対象とする場合は標的スキルの
選定は容易であろうと考えられるが、集団を対象と
する場合にはどのような点に留意する必要があるの
だろうか。設定する標的スキルの内容について、藤
枝7）は保育者と小中学校の担任・副担任を対象とし
てアンケート調査を実施している。この調査から

「相手の気持ちを考えて接する」「上手に相手の話
を聞く」「自分の意見や考えをはっきり伝える」の 
3つのスキルはどの発達段階の子どもにも学習させ
る必要があると保育者や担任・副担任が認識してい
ることが指摘された。さらに、こうしたソーシャル
スキルトレーニングを教育的に実施することが必要
な時期として、保育者は小学校3, 4年生から高校
まで、小中学校の教師は小学校の6年間と考えてい
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ることが示された。上述の3つのスキルはその内容
を鑑みるとやはり外在的問題行動を未然に防ぐこと
にポイントがあるように思われる。

ここで、幼児を対象としてSSTを実施する場面設
定を整理しよう。対象児が対人行動や集団行動にお
いて適切なふるまいをするスキルを持っていない、
あるいはうまく活用できない状況があるならば、
SSTを実施することに異論はないだろう。また、
引っ込み思案な行動をする場面が多いなど子ども本
人が活動に参加して発達的に重要な経験を得る機会
を逃すような不利益な状況が継続する場合も、社会
的スキルを学習することで改善する可能性があるた
め、SSTが効果的に作用すると考えられる。外在的
問題行動に直接アプローチする必要がある場合には
個別のSSTとなるであろうが、就学前も就学後も子
どもたちは多くの時間を集団行動で過ごすこと、集
団の中で失敗経験を継続させないことがその後の適
応状況を左右すること、集団での相互作用が期待で
きることを考慮すると、保育場面ですべての子ども
を対象として社会的スキルの学習場面を設定するこ
とが望ましいのではないかと考える。

5．おわりに
本稿では、すべての子どもを対象として社会的ス

キルの学習場面を設定することを提案したが、多く
の保育現場ではその学習場面を設定し、訓練を実施
し、その効果を検証することが容易にできる環境で
はないことが推測される。今後の課題として、保育
現場でスキルの適用が容易にできるような教材の
パッケージ化が必要であり、現場の保育者の協力を
得ながら教材の検討をすすめていきたい。
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